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研究成果の概要（和文）： 
 福祉国家／福祉社会が持続可能かという問いに対して、ベヴァリッジを中核とする LSE の
福祉思想は、ケンブリッジ型とオックスフォード型の改良混合 hybrid として把握でき、同時
に新自由主義 New Liberalism の完成態であるという仮説を検証した。ケンブリッジ型とは、
資本主義の枠内で具体的な政策に結びつく実践的な態度であり、オックスフォード型とは人格
の陶冶や共同体の再生といった理想主義的・共和主義的な接近方法である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  We provide an answer to whether the welfare state or society can survive or not, the 
answer that economic thought at LSE, the core of which was Beveridge,’s, is a hybrid 
between the Cambridge Style and the Oxford Style, and a completed idea of New 
Liberalism. The Cambridge Style means a practical attitude towards concrete policies in 
capitalism, whereas the Oxford one indicates idealistic and republican approach, such as 
perfectionism and rebirth of community.  
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１．研究開始当初の背景 
 福祉国家はどこから始まり、どこに行くの
か───。これが申請者の根元的な問題関心
である。 
 フリードマンの批判（国家への依存心を助
長する）とブキャナンの批判（赤字財政を構
造的にもたらす）によって、1980 年代以降、

福祉国家は思想的には解体したかに見えた。
第三の道を標榜するギデンズ（1999: 31）は、
①保守的な家族像、②国内を制御できる国民
国家像、という欠点が「福祉国家の合意」を
覆っていたと批判した。 
 以上、左派から右派まで、「ケインズの赤
字財政＋ベヴァリッジのバラマキ福祉の時
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代は終わった」とする硬直的な見方が、一般
のみならず経済学者・社会福祉学者まで広が
った。 
 
２．研究の目的 
 本研究では以上の経緯と研究動向を踏ま
え、福祉国家という理念の起源と現代性を探
究する。その目的は福祉国家／福祉社会が持
続可能かという問いに一定の回答を与え、従
来の福祉国家批判に対峙することである。４
年間での絞り込んだ目標として、LSE の福祉
思想に着目する。 
 本研究は申請者のベヴァリッジ研究を核
に据えたうえでその殻を破り、個人的自由の
侵犯、経済的な非効率、共同体の不在、一国
主義という福祉国家への批判に対し、真摯に
回答することを目的とする。その過程で、個
別思想を越えた「福祉に関する時代精神・観
念」が摘出される 
 
３．研究の方法 
 福祉国家の起源と現代性を探るのに、最適
な標的は LSE の福祉思想である。その中で、
２つの方向・時代から、(A)国内の経済、(B)
国際的な政治経済、(C)共同体（徳）という
３つの福祉存続条件を調べていく。 
 中心となるのは計画の初期にはキャナン
であり、後期にはベヴァリッジの連邦主義で
ある。手段としては、大型図書やマイクロ・
フィルムを使った資料の分析、海外アーカイ
ブを用いた未公開資料の収集・分析・デジタ
ル化である。 
 
４．研究成果 
 福祉国家／福祉社会が持続可能かという
問いに対して、ベヴァリッジを中核とする
LSE の福祉思想は、ケンブリッジ型とオック
スフォード型の改良混合 hybrid として把握
でき、同時に新自由主義 New Liberalism の
完成態であるという仮説を検証した。ケンブ
リッジ型とは、資本主義の枠内で具体的な政
策に結びつく実践的な態度であり、オックス
フォード型とは人格の陶冶や共同体の再生
といった理想主義的・共和主義的な接近方法
である。 
 具体的には次の成果が出た。 
（１）ケインズの重要な同時代人であるラヴ
ィントンについて、一次資料に基づいたケン
ブリッジ生活を確定することができた。 
（２）ベヴァリッジの福祉社会論について、
後期三部作の解釈によって再構成が可能で
あることが発見された。 
（３）ベヴァリッジの重大な同時代人である
ロビンズについて、日本への伝播様式を確定
することができた。 
（４）ベヴァリッジの貧困観・家族観を詳細
に分析することが可能になった。 

（５）経済と福祉の連環について、より強い
結びつきを考慮できて、さらにベヴァリッジ
の理想が「資本主義の中における幸福の追
求」にあると確定した。 
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